
未来づくり懇談会（高原）会議録 

 

日 時：平成２８年８月１０日（水） 

                       １３：００～１４：２７ 

                   場 所：高原自治公民館 

出席者：市長、総合政策課長、 

商工林業観光課長、総合政策課長補佐 

 

１ 開  会  １３：００      進行：秘書広報課長 

 

２ あいさつ  矢板市長 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 矢板市設定テーマ 

  持続可能な泉地区のまちづくりについて 

・資料に基づき、人口推計、小さな拠点構想等について説明。 

   

  Ｑ１ このままいくと限界集落になって、また元の山に戻ってしまうのではないかと、 

また放射能の問題もあるのでどうしたらよいかと心配だ。 

  Ａ１ 地方創生では、ある程度の人口減少は受け入れて、人口減少・高齢化を前提と 

した地域づくりをする仕組みもある。矢板全体で考えても、昔のように人口を増 

やしていくのは難しいと思う。ただ、高齢化が進んだとしても交通手段を確保し 

ながらこの地域で暮らし続けていける仕組みを作っていかなくてはいけないと思 

うが、市だけの取り組みでは限界があるので皆さんのご協力をいただきながら各 

方面で進めていかなくてはいけないと思う。 

放射能の問題は、隣の塩谷町で指定廃棄物処分場の問題があるが、野生鳥獣の 

問題にもなる。周辺の猪は放射能が高く規制解除になっていないため食べること 

が出来ないためハンターも山に入らない。猪や熊を撃つ機会が減ったことで野生 

獣が増えている面もある。少しずつ放射線量は下がっているが、それに即した対 

策をとらなくてはと思う。 

 

５ 行政区設定テーマ 

有害鳥獣対策について 

  猪に県道も市道も側面を掘り起こされ、牛の餌も穴だらけにされている。鹿の被害 

もあるが猪の被害が多くなった気がするので、市での対策を伺いたい。 

 

  Ａ 県全体として狩猟者の確保育成、捕獲技術の開発・普及、捕獲事業の実施に力を 

入れていくことになっている。矢板市としては、鹿・猪の被害があった場合、市役 



所に連絡をいただき、職員が現地調査を行って被害状況の確認等を行う。被害者が 

罠の設置を希望する場合、猟友会に連絡し罠を設置する。 

国庫補助で電気柵の補助もあるが、条件が厳しく維持管理も大変。相当な広範囲 

皆さんの協力が必要になることから、補助金申請の例はなく、個別で対応している 

現状となっている。 

平成 28年 10月 

 

平成 29年 4月～ 

平成 29年 4月 

平成 29年 7月 

 

平成 30年 4月～ 

 

平成 30年 4月 

捕獲報償制度開始 

捕獲報奨金 １頭につき 6,000円 

捕獲報奨金 １頭につき 12,000円 

矢板市鳥獣被害対策実施隊を設置 

矢板市有害獣侵入防止柵設置事業費補助金交付要綱を 

整備（市単独事業）上限 50,000円 

有害獣侵入防止柵設置事業費補助金の一部改正 

  上限 100,000 円 

矢板市狩猟免許取得補助金 

上限 10,000 円 1人 1回限り 

矢板市猟友会加入補助金 

上限 30,000 円 初回のみ 

 

  Ｑ１ 県民の森は、保護区なので、野生獣を追い払うと県民の森に逃げ込んでしまう。 

有害鳥獣駆除週間等を県に働きかけてもらい、一定期間、開放してもらえないか。 

 また、植樹祭、育樹祭会場も被害にあっているので、県に伝えてもらいたい。 

  Ａ１ 持ち帰らせていただく。県民の森は県の施設なので県に状況を確認させていた 

だく。 

 平成 28 年度より、県民の森では指定捕獲管理事業として有効な捕獲方法

の検証及び有害鳥獣対策の一環として、地元周辺の狩猟免許保持者の方にご

協力いただき捕獲駆除活動を行っている。 

 県民の森の鳥獣保護区内における捕獲駆除活動においては、鳥獣被害対策

の観点から鑑み、被害の実態に応じて鳥獣の適正な管理を行うことは必要で

あると判断できる。許可権者の使途、管理者の県との合意の上、捕獲許可は

可能なので、県の野生鳥獣対策班、市の農林課まで相談してほしい。 

 

５ 意見交換 

  Ｑ１ 高齢化し、人口が減っていく中で、行政区の合併、市町村合併は市として考え 

ているか。 

  Ｑ１ 市町村合併は、１０年前の平成の大合併がありました。当時は合併特例債があ 

り、それをあてに合併したこともあったと思う。今は、合併を後押しする補助が 

十分ではないため、近隣の市町とうまく連携していく必要性を感じている。 

相手もあることなので、矢板市で方向性を打ち出すのは難しいと思っている。 

 行政区、自治会の合併を後押しする補助金はありませんが、市でも応援させて 

いただきたいと思っている。 



 

  Ｑ２ 旧長井小はどこかに委託しているのか。 

  Ａ２ 旧長井小の南側校舎はワーカーズコープに貸している。北校舎は空いている。 

 

  Ｑ３ 廃校の条件として、スクールバスでの送迎をするということだった。長井はス 

クールバス、高原はタクシーで送迎することになっていると思うが、どうなって 

いるのか。 

  Ａ３ タクシーが良いか、スクールバスが良いかは相談させていただきたいと思う。 

交通手段の確保はさせていただく。 

 

 

６ 閉  会  １４：２７ 


